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３
月
定
例
市
議
会
は
平
成　

年
２
月　

日
か
ら
３
月

１７

２５

　

日
ま
で
、
当
初
の
予
定
ど
お
り　

日
間
開
催
し
ま
し

２５

２９

た
。

　

冒
頭
、
市
長
か
ら　

年
度
の
施
政
方
針
と
本
定
例
会

１７

に
提
案
し
た
議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、　

年
１６

度
最
終
の
補
正
予
算
と
、　

年
度
に
か
か
る
条
例
及
び

１７

予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
ず　

年
度
補
正
関
係
の
議
案
か
ら
質
疑
を
開
始
し
、

１６

　

年
度
末
に
発
刊
予
定
で
あ
っ
た
高
砂
市
史
が
編
集
作

１６業
の
遅
れ
か
ら　

年
度
発
行
と
な
る
こ
と
や
新
焼
却
施

１７

設
の
運
転
経
費
な
ど
、
市
の
抱
え
る
懸
案
事
項
に
つ
い

て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

年
度
関
係
の
議
案
で
は
、
医
療
費
助
成
制
度
、
市

１７
民
病
院
の
医
薬
の
院
外
処
方
、
保
育
所
の
民
間
移
管
、

人
件
費
・
職
員
互
助
会
関
係
、
財
政
全
体
の
問
題
な
ど

多
く
の
案
件
に
つ
い
て
財
政
面
、
福
祉
面
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
面
か
ら
熱
心
に
議
論
を
行
い
、
特
に
医
療
費
助
成

制
度
で
は
本
会
議
で
の
議
論
に
よ
り
、
市
長
は
乳
幼
児

の
医
療
費
助
成
を
拡
大
す
る
原
案
訂
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
審
査
で
は
、
本
会
議
質
疑
を
ふ
ま
え
て
、
各

委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
、
よ
り
深

い
議
論
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
今
期
定
例
会
に
市
長
か
ら

提
案
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
美
化
セ
ン
タ
ー
の
新
焼
却
施
設
建
設
に

関
連
し
、
当
時
施
工
監
理
を
委
託
し
て
い
た
業
者
か
ら

の
寄
付
の
申
し
出
に
よ
る　

年
度
補
正
予
算
が
提
案
さ

１６

れ
、
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。　

3
月
定
例
会
の

月
定
例
会
の 

　
　
　
　
あ
ら
ま
し

　
　
　
　
あ
ら
ま
し 
3
月
定
例
会
の

月
定
例
会
の 

　
　
　
　
あ
ら
ま
し

　
　
　
　
あ
ら
ま
し 
3
月
定
例
会
の 

　
　
　
　
あ
ら
ま
し 

今定例会での議案概要
可決した条例

●議会議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例

●特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例

●証人等の費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

●高砂市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例

●高砂市医療費助成条例の一部を改正する条例

●高砂市国民健康保険条例の一部を改正する条例

●高砂市保育所条例の一部を改正する条例

●高砂市障害者福祉金条例及び高砂市重度心身障害者（児）

介護手当支給条例の一部を改正する条例

●高砂市都市公園条例の一部を改正する条例

●高砂市市営住宅条例の一部を改正する条例

●高砂市下水道条例の一部を改正する条例

●高砂市火災予防条例の一部を改正する条例

●高砂市消防手数料条例の一部を改正する条例

●高砂市文化財保護条例の一部を改正する条例

●特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を

改正する条例

主要な事業（予算）
●防災マップの作成

●のじぎく兵庫国体ハンドボール競技リハーサル大会

●国民年金の若年者納付猶予制度の創設

●乳幼児発達相談

●要保護児童対策協議会の設置

●リサイクル啓発講座運営事業

●高砂みなとまちづくり推進事業

●市街化調整区域の土地利用計画の策定

●学力向上事業

●水防対策事業

●携帯１１９直接受信整備事業

可決したその他の議案
●市道路線の認定

●清掃業務の一部を委託するにつき同意を求めること

●兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体

の数の増減及び規約の変更

●高砂市土地開発公社定款の変更

●教育委員会委員を任命するにつき同意を求めること

●固定資産評価審査委員会委員を選任するにつき同意を求

めること

請願・陳情
採　択

●市立保育園における紫外線防止対策推進

●市立学校・幼稚園における紫外線防止対策推進

不採択

●兵庫県の福祉医療費助成制度見直しに反対する意見書に

関する請願

●「市場化テスト」や「給与構造見直し」に反対する意見書

の採択を求める陳情

継続審議

●「排水施設」の設置を求める陳情書

取下げ

●「高砂市コミュニティバス運行（一部変更）に対するお願い」

高砂市議会のホームページを開設しました。
皆様のアクセスをお待ちしております。

http://www.city.takasago.hyogo.jp

（高砂市のホームページからアクセスできます。）
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平
成　

年
３
月
定
例
市
議
会
日
程
表

１７

会　

期　

２
月　

日（
金
）〜
３
月　

日（
金
）　
　

日
間

２５

２５

２９

２
月　

日（
金
）　

開
会
、市
長
の
施
政
方
針
並
び
に

２５

　
　
　
　
　
　
　

提
案
理
由
の
説
明

　
　
　

日（
土
）　

休　

会　

２６

　
　
　

日（
日
）　

休　

会　

２７

　
　
　

日（
月
）　

休　

会

２８

３
月
１
日（
火
）　

休　

会

　
　

２
日（
水
）　

休　

会

　
　

３
日（
木
）　

質
疑（
補
正
関
係
）

　
　

４
日（
金
）　

質
疑（
補
正
関
係
）

　
　

５
日（
土
）　

休　

会

　
　

６
日（
日
）　

休　

会

　
　

７
日（
月
）　

特
別
委
員
会
、

　
　
　
　
　
　
　

各
常
任
委
員
会
審
査（
補
正
関
係
）

　
　

８
日（
火
）　

各
常
任
委
員
会
審
査（
補
正
関
係
）

　
　

９
日（
水
）　

委
員
長
報
告
、討
論
採
決（
補
正
関
係
）

　
　
　

日（
木
）　

代
表
質
問

１０

　
　
　

日（
金
）　

質
疑（
当
初
関
係
）

１１

　
　
　

日（
土
）　

休　

会

１２

　
　
　

日（
日
）　

休　

会

１３

　
　
　

日（
月
）　

質
疑（
当
初
関
係
）

１４

　
　
　

日（
火
）　

質
疑（
当
初
関
係
）

１５

　
　
　

日（
水
）　

質
疑（
当
初
関
係
）

１６

　
　
　

日（
木
）　

質
疑（
当
初
関
係
）、一
般
質
問

１７

　
　
　

日（
金
）　

特
別
委
員
会
、

１８

　
　
　
　
　
　
　

各
常
任
委
員
会
審
査（
当
初
関
係
）

　
　
　

日（
土
）　

休　

会

１９

　
　
　

日（
日
）　

休　

会

２０

　
　
　

日（
祝
）　

休　

会

２１

　
　
　

日（
火
）　

各
常
任
委
員
会
審
査（
当
初
関
係
）

２２

　
　
　

日（
水
）　

各
常
任
委
員
会
審
査（
当
初
関
係
）

２３

　
　
　

日（
木
）　

各
常
任
委
員
会
審
査（
当
初
関
係
）

２４

　
　
　

日（
金
）　

委
員
長
報
告
、討
論
採
決（
当
初
関
係
）、

２５

質
疑
、討
論
採
決（
追
加
・
補
正
関
係
）、

閉
会

新旧

所管事項委員会名所管事項委員会名

企画総務部、行財政改革推進室、財務
部、消防本部、監査委員、公平委員会、
選挙管理委員会、会計室、工事検査室
及び市議会の所管に関する事項並びに
他の所管に属さない事項

総 務
常任委員会

秘書室、企画部、総務部、市民部、消
防本部、監査委員、公平委員会、選挙
管理委員会、会計室、工事検査室及び
市議会の所管に関する事項並びに他の
所管に属さない事項

総 務
常任委員会

健康市民部、生活環境部、農業委員会
及び市民病院の所管に関する事項

市 民 生 活
常任委員会

福祉部、美化部及び市民病院の所管に
関する事項

厚 生
常任委員会

まちづくり部、下水道部及び水道事業
所の所管に関する事項

建 設 水 道
常任委員会

都市整備部、建設部、下水道部及び水
道事業所の所管に関する事項

建 設 水 道
常任委員会

福祉部及び教育委員会の所管に関する
事項

福 祉 教 育
常任委員会

生活経済部、教育委員会及び農業委員
会の所管に関する事項

文 教 経 済
常任委員会

■常任委員会の名称及び所管事項の変更について
　平成１７年４月から高砂市の組織が改正されました。それにあわせて、市議会の常任委員会も名称と所管事

項を改正いたしました。

教育委員会委員を任命するにつき同意いたしました。

　　　高砂市荒井町千鳥２丁目２０番３号

　　　　　　　　　　　　　　　藤　井　正　憲

固定資産評価審査委員会委員を選任するにつき同意

いたしました。

　　　高砂市伊保港町２丁目７番８号

　　　　　　　　　　　　　　　入　江　一　成

人　事 　本会議・委員会は
　　　どなたでも傍聴できます。
　各常任委員会、特別委員会は委員長の許可によ
り傍聴できます。
　市役所内のモニターテレビの中継や、市立図書
館及び公民館に備えつけの会議録などで内容を
知っていただくことができます。
　次の定例会は６月に開会の予定ですので、日程
その他詳しいことは
43‐9051（議会事務局）までお問合せください。
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代表質問
　市長の施政方針に対する代表質問は、高砂市議会では一会
派４０分となっております。
　紙面では一部しかお伝えすることができません。よりくわ
しい内容をお知りになりたい方は市立図書館や各公民館に備
えられている「兵庫県高砂市議会定例会会議録」に質問と答
弁のすべてが収められていますのでご利用下さい。（３月定
例会の会議録は６月にできあがります。）

施
政
方
針
に
つ
い
て

政
友
会　
萬
山　
忠
彦

　
安
全
安
心
の
町
づ
く
り 

第
一
点
目
に
安
全
と
安
心
の
町
づ

く
り
の
観
点
か
ら
防
災
対
策
、
防

犯
対
策
を
お
示
し
下
さ
い
。

 

地
震
・
水
害
へ
の
今
後
の
目
標

 

現
時
点
と
し
て
は
応
急
的
な

措
置
、避
難
所
の
場
所
、関
係

団
体
と
の
連
携
の
再
構
築
と
考
え
る
。

 

中
長
期
的
対
策
の
方
向
性

 

地
域
防
災
計
画
を
修
正
し

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

対
応
し
た
い
。

 

地
域
と
の
連
携
の
考
え
方

 

自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
等

と
協
議
の
も
と
、
連
携
し
て

災
害
対
策
に
当
っ
て
い
き
た
い
。

防
犯
対
策
の
考
え
方
を
お
示
し
下

さ
い
。

 

各
関
係
団
体
と
の
連
携

 

各
種
団
体
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
防
犯
啓
発
活
動
を
展

開
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

 

学
校
等
で
の
現
状
及
び
今
後

の
対
策

 

県
警
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
等
設
置
し
、
教
職

員
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
き
た
。

地
域
住
民
、
警
察
と
の
連
携
の
も
と

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 

学
校
安
全
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

 

専
門
家
を
交
え
た
組
織
対
策

等
の
考
え
方

 

派
遣
等
に
つ
い
て
警
察
と
協

議
を
し
て
い
き
た
い
。

　
高
砂
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

 

第
二
点
は
高
砂
市
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
基
本
的
な

考
え
方
を
お
示
し
下
さ
い
。
一
つ

に
は
高
砂
市
み
な
と
ま
ち
づ
く
り

構
想
の
概
要
、
財
政
計
画
に
見

合
っ
た
様
に
抜
本
的
に
見
直
し
、

現
実
性
に
合
う
計
画
に
す
る
こ
と

が
肝
要
だ
が
い
か
が
で
す
か
。

 

仮
称
高
砂
み
な
と
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

よ
り
効
果
的
に
事
業
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
策
定
さ
れ
た
構
想
に

つ
い
て
必
要
な
ら
ば
抜
本
的
見
直

し
を
行
う
な
ど
現
実
的
な
計
画
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
行
財
政
改
革
へ
の
取
組
み 

 

第
三
点
は
行
財
政
改
革
の
取

組
み
へ
の
考
え
方
で
、
平
成

　

年
〜
平
成　

年
の
集
中
期
間
の

１５

１７

成
果
は
一
定
の
評
価
を
す
る
が
、

こ
の
厳
し
い
現
実
か
ら
す
れ
ば
、
行

政
改
革
は
終
り
の
な
い
も
の
。中
期

財
政
計
画
を
見
る
と
、
厳
し
い
財

政
運
営
が
想
定
で
き
、
平
成　

年
１８

〜　

年
に
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革

２０
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。そ
こ

で
ど
の
様
な
項
目
に
重
点
を
置
き
、

改
善
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 

 

現
在
の
改
革
項
目
は
継
続
し

て
い
く
が
カ
ッ
ト
方
式
か
ら

意
識
改
革
や
シ
ス
テ
ム
改
革
を
中

心
と
し
た
方
式
へ
転
換
が
必
要
と

考
え
る
。
人
件
費
に
つ
い
て
は
制

度
改
革
を
行
い
抑
制
し
て
い
き
た

い
。
歳
入
面
で
は
受
益
と
負
担
の

適
正
な
均
衡
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
市
役
所
の
意
識
改
革 

 

第
四
点
に
市
役
所
の
意
識
改

革
で
あ
り
ま
す
。
市
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
職
員

の
協
力
と
意
識
改
革
な
く
し
て
は

成
し
得
な
い
。
分
権
時
代
に
合
う

行
政
経
営
能
力
を
よ
り
求
め
ら
れ

る
。
対
策
と
し
て
人
事
評
価
制
度

及
び
目
標
管
理
制
度
の
確
立
を
う

た
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
内
容
及
び

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
示
し
下
さ
い
。

 

勤
務
評
価
制
度
は
管
理
職
に

つ
い
て
毎
年
実
施
し
て
お
り

定
着
を
図
っ
て
い
く
。
目
標
管
理

制
度
は
行
革
の
手
法
と
し
て
取
り

入
れ
た
が
今
後
各
種
事
業
に
も
適

用
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
。
ま
た

管
理
職
に
つ
い
て
は
自
己
評
価
制

度
を
導
入
し
て
い
る
。
今
後
こ
れ

ら
制
度
を
定
着
さ
せ
拡
大
さ
せ
る

こ
と
が
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

◆
最
後
に
、
市
長
の
英
断
、
決
断

に
よ
り
、
大
胆
な
発
想
で
将
来
に

向
け
、
市
民
生
活
の
向
上
と
高
砂

市
の
夢
あ
る
都
市
像
の
創
造
に
大

き
く
期
待
し
、
政
友
会
代
表
質
問

を
終
り
ま
す
。

答 答 問 問 答 答 
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◆
な
ぜ
高
砂
市
は
こ
の
よ
う
な
危

機
的
な
状
況
に
陥
っ
た
の
か
。

　

平
成　

年
度
・　

年
度
の
国
の

１２

１３

新
生
・
臨
時
経
済
対
策
に
後
先
考

え
ず
、
約　

億
円
も
の
借
金
を
し

７０

て
し
ま
っ
た
。
３
年
後
の　

年
度

１５

か
ら
返
済
が
始
ま
り
「　

年
度
に

１７

は
財
政
破
綻
に
陥
る
」
と
私
た
ち

政
和
会
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
つ
づ
け

て
き
ま
し
た
。
今
、
ま
さ
に
そ
の

と
お
り
の
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
結
果
責
任
で
は

な
く
、
明
ら
か
に
財
政
運
営
の
失

敗
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
の
反

省
の
上
に
立
っ
て
こ
そ
、
今
実
施

さ
れ
て
い
る
行
財
政
改
革
は
成
し

え
な
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
か
。

 

現
在
行
革
項
目
に
掲
げ
て
い

る
項
目
以
外
、
新
し
い
項
目

が
出
な
い
今
、
何
を
持
っ
て
「
更

な
る
改
革
」
を
進
め
て
い
く
の
か
。

 

　

年
度
か
ら
の
取
組
み
に
反

１８映
さ
せ
る
が
、
新
た
な
視
点

か
ら
の
大
胆
な
見
直
し
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
財
政
再
建
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
。

 

図
書
館
・
複
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
阿
弥
陀
小
学
校
建
て

替
え
に
つ
い
て
の
具
体
策
は
。

 

阿
弥
陀
小
学
校
を
第
一
と
し
、

図
書
館
な
ど
は
阿
弥
陀
小
学

校
の
進
行
と
財
政
状
況
を
見
な
が

ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

問 問 答 答 問 問 答 答 

 

　

年
度
に
は　

億
円
の
赤
字

１９

１１

が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
歳
出
削
減
を
す
る
の
か
。

 

一
律
カ
ッ
ト
方
式
に
よ
る
削

減
は
限
界
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
経
常
経
費
、
と
り
わ
け

人
件
費
削
減
に
つ
い
て
制
度
改
革

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
職
員
団

体
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

 

　

年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

１７機
構
改
革
は
、
本
当
に
機
能

す
る
の
か
。
市
民
・
職
員
を
混
乱

さ
せ
る
だ
け
の
結
果
と
な
り
は
し

な
い
か
。 

 

機
構
改
革
の
失
敗
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
率
先
垂
範
し
職
員

の
努
力
に
よ
り
そ
の
趣
旨
を
実
現

し
た
い
。

 

今
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
職
員
の
各
種
手

当
て
の
状
況
や
、
行
政
当
局
と
職

員
組
合
と
の
交
渉
を
市
民
に
公
開

し
て
は
ど
う
か
。 

 

職
員
団
体
の
要
求
と
そ
れ
に

対
す
る
回
答
、
結
果
を
公
表

す
る
な
ど
市
民
に
状
況
を
理
解
い

た
だ
く
よ
う
努
力
す
る
。

◆
高
砂
市
は
液
状
廃
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
熱

分
解
処
理
を
断
行
し
た
国
内
唯
一

の
市
で
あ
る
。
し
か
し
固
形
状
廃

Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
汚
染
汚
泥
に
つ
い
て
は

保
管
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 

処
理
は
い
ま
だ
成
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
す
。
平
成　

年
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特

１３

別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
平
成　
２８

年
ま
で
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
処
分

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
に
対
す
る
認
識
、
問

題
意
識
は
、
行
政
、
市
民
共
に
風

化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
問
題
で
す
。

 

こ
の
法
を
受
け
、
市
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
取

組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
。 

 

国
、
県
レ
ベ
ル
の
処
理
方
針

に
従
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況

に
あ
る
が
、
市
と
し
て
も
一
日
も

早
い
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
の
推
進

に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

法
に
基
づ
く
権
限
は
、
国
及

び
県
に
あ
り
高
砂
市
に
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
国
内
唯
一
の
処
理

を
断
行
し
た
市
の
長
と
し
て
の
取

組
み
に
対
す
る
決
意
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。 

 

法
に
基
づ
く
処
理
方
法
が
確

立
さ
れ
た
も
の
の
処
理
を
ま

ず
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
伴

い
固
化
汚
泥
に
つ
い
て
も
国
、
県
、

関
連
企
業
と
連
携
を
密
に
し
、
処

分
の
推
進
に
積
極
的
に
対
応
し
た

い
。
ま
た
情
報
を
迅
速
に
入
手
し
、

市
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
処
理
す

る
計
画
が
ま
と
ま
れ
ば
早
い
段
階

で
市
民
に
も
お
知
ら
せ
し
た
い
。

問 問 答 答 問 問 答 答 

 

第
三
次
高
砂
市
行
財
政
改
革

２
年
間
の
取
組
み
に
対
す
る

市
民
の
受
止
め
や
行
政
の
執
行
体

制
に
対
す
る
評
価
と
今
後
の
課
題

並
び
に　

年
度
に
む
け
た
本
年
度

１８

の
具
体
的
取
組
み
は
。

 

当
初
予
定
し
た　

年
度
末
の

１７

効
果
額
は
ほ
ぼ
達
成
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
る
が
、
厳
し
い
状

況
が
続
く
こ
と
か
ら
改
革
を
さ
ら

に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

 

本
年
４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
す

る
新
体
制
の
も
と
、
行
財
政

改
革
を
確
実
に
推
進
す
る
た
め
の

体
制
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
し
て

進
め
ら
れ
る
の
か
。

 

今
後
の
推
進
計
画
の
具
体
案

の
作
成
段
階
で
は
中
堅
職
員

の
提
案
も
受
け
入
れ
る
機
会
を
設

け
職
員
の
意
識
改
革
に
も
結
び
つ

け
た
い
。

 

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
量
的

縮
減
の
改
革
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、　

年
度
以
降
ど
の
よ
う

１８

な
方
針
を
持
っ
て
取
組
ま
れ
る
の

か
。 

 

具
体
的
に
は
指
定
管
理
者
制

度
導
入
に
よ
る
施
設
の
運
営

管
理
や
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
活
用

に
よ
る
事
業
の
見
直
し
等
を
中
心

に
改
革
を
展
開
し
た
い
。 

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 

　
財
政
再
建
と
健
全
な 

　
財
政
運
用
に
つ
い
て 

 

本
年
度
の
予
算
で
三
位
一
体

改
革
が
影
響
す
る
歳
入
の
項

目
や
地
方
交
付
税
の
算
出
根
拠
と

見
通
し
お
よ
び
今
後
の
財
源
不
足

の
可
能
性
を
含
め
、
三
位
一
体
改

革
の
影
響
と
今
後
の
財
政
見
通
し

は
。

 

　

年
度
予
算
の
国
庫
補
助
負

１７担
金
改
革
で
３
４
６
３
万
６

千
円
の
影
響
額
。
一
般
財
源
総
額

で
も
非
常
に
厳
し
い
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
一
般
財
源
総
額
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
国
に
要
望
し
て
い
き

た
い
。

 

今
後
は
限
ら
れ
た
収
入
の
中

で
、
借
金
の
増
加
を
最
低
限

に
抑
え
な
が
ら
、
課
題
の
解
決
に

向
け
た
事
業
展
開
が
図
れ
る
財
政

運
営
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
の
財
政
運
営
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
は
。

 

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
形
態

と
し
、
苦
し
い
財
政
収
支
の

中
で
も
福
祉
、
教
育
に
重
点
を
お

い
た
事
業
展
開
を
し
て
い
き
た
い
。

 

職
員
互
助
会
は
、
地
方
公
務

員
法
第　

条
に
義
務
付
け
ら

４２

れ
た
、
職
員
に
対
す
る
福
利
厚
生

制
度
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
期
で
す
か
ら
、
市
長

も
互
助
会
の
内
容
に
つ
い
て
、
問

題
は
無
い
か
調
べ
て
お
ら
れ
る
こ

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 

と
と
思
い
ま
す
が
、
互
助
会
の
運

営
に
つ
い
て
何
か
改
善
策
が
あ
る

の
か
、
市
長
は
い
か
が
お
考
え
な

の
か
。

 

小
野
市
を
除
き
県
下
で
一
番

低
い
負
担
率
だ
が
、
状
況
を

勘
案
し
、
よ
り
適
切
な
内
容
に
な

る
よ
う
検
討
す
る
。

　
安
全
・
安
心
の 

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

 

本
年
度
は
、
警
察
、
防
犯
協

会
等
の
協
力
を
得
て
、
関
係

団
体
の
自
主
的
な
防
犯
活
動
を
支

援
し
、
一
層
の
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
市
民
が
安
全
で
安

心
で
き
る
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
具
体
的
な
取
組
み
は
。

 

今
年
度
は
各
団
体
に
呼
び
か

け
各
地
域
で
の
ま
ち
づ
く
り

防
犯
グ
ル
ー
プ
結
成
に
努
め
て
い

き
た
い
。

 

今
後
の
医
療
費
補
助
や
介
護

保
険
事
業
な
ら
び
に
高
齢

者
・
障
害
者
・
児
童
等
へ
の
各
種
補

助
制
度
の
維
持
・
継
続
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
。

 

社
会
的
に
弱
い
立
場
の
皆
さ

ん
の
福
祉
向
上
に
真
に
必
要

な
事
業
は
、
重
複
す
る
も
の
は
整

理
を
検
討
す
る
が
、
基
本
的
に
は

継
続
し
て
い
き
た
い
。

答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 

施
政
方
針
及
び
市
政
全
般
に
つ
い
て

政
和
会　
入
江　
正
人

第
3
次
高
砂
市
行
財
政
改
革
の
評
価
と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て　
ほ
か
民
主
ク
ラ
ブ　
福
元　
昇
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安
全
と
安
心
の
構
築
に
つ
い

て
、
近
い
将
来
、
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
に

つ
い
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市
民

に
ど
の
よ
う
に
周
知
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。
そ
の
上
に
立
っ
て
、

市
民
は
ど
の
よ
う
な
避
難
経
路
で

ど
こ
へ
避
難
す
れ
ば
よ
い
か
各
地

域
毎
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。
そ
の
成
果
を
踏
ま

え
て
、
カ
ン
バ
ン
等
の
設
置
や
避

難
訓
練
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

防
災
マ
ッ
プ
は
各
公
共
施
設
、

全
戸
に
配
布
す
る
。
ま
た
東

南
海
・
南
海
地
震
の
津
波
被
害
が

予
想
さ
れ
る
避
難
対
象
地
区
に
つ

い
て
は
自
主
防
災
組
織
等
と
協
議

し
、
避
難
場
所
、
避
難
路
、
避
難

方
法
等
の
見
直
し
を
か
け
て
い
き

た
い
。
防
災
の
日
の
訓
練
は
毎
年

１
校
区
ず
つ
行
っ
て
い
る
が
全
市

的
な
避
難
訓
練
は　

年
度
以
降
に

２０

検
討
し
た
い
。

 

次
に
学
校
の
防
犯
対
策
に
つ

い
て
、
不
審
者
が
侵
入
し
て

し
ま
っ
た
場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

防
護
用
品
の
備
え
は
。
警
察
官
Ｏ

Ｂ
の
方
な
ど
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

を
お
願
い
し
て
は
。

 

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿

い
防
犯
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

防
犯
用
品
は
有
効
性
を
考
慮
し
な

が
ら
整
備
し
た
い
。
ス
ク
ー
ル

問 問 答 答 問 問 答 答 

ガ
ー
ド
等
は
学
校
現
場
と
協
議
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

 

行
革
の
更
な
る
推
進
に
つ
い

て
、　

・　

年
度
の
取
組
み

１５

１６

に
対
す
る
評
価
と
今
後
も
現
場
か

ら
の
知
恵
を
発
揮
し
て
更
な
る
削

減
効
果
と
入
る
を
は
か
る
観
点
の

重
要
性
に
つ
い
て
。
ポ
ス
ト
第
３

次
行
革
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

  

現
在
の
第
３
次
行
政
改
革
は

各
課
の
職
員
が
検
討
・
議
論

し
持
ち
上
が
っ
て
き
た
項
目
で
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
方
法
で
進
め
て
い
き
た
い
。

　
新
年
度
の
予
算
の 

　
編
成
方
針
に
つ
い
て 

 

市
民
福
祉
の
充
実
と
生
涯
健

康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
法
の
制
定

に
基
づ
き
子
供
達
を
生
み
育
て
や

す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
乳
幼

児
医
療
費
の
助
成
を
３
歳
児
ま
で

延
長
し
て
は
ど
う
か
。
市
民
病
院

の
あ
り
方
に
つ
い
て
。 

 

福
祉
医
療
に
つ
い
て
県
下
で

も
高
い
水
準
で
助
成
し
て
い

る
。
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
今
後
と
も
努

力
し
た
い
。
市
民
病
院
は
市
民
に

良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
責
務
が

あ
る
。
利
用
者
満
足
調
査
の
結
果

を
真
摯
に
受
け
止
め
今
後
の
業
務

問 問 答 答 問 問 答 答 

改
善
に
反
映
さ
せ
る
。

 

人
間
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
。 

 

教
員
が
情
熱
と
信
念
を
も
っ

て
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
り
学

校
づ
く
り
に
主
体
的
に
参
加
す
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。
今
後
と

も
教
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
て

い
く
。

　
環
境
と
の
共
生
に
つ
い
て 

 

道
路
の
騒
音
、
振
動
、
大
気

汚
染
に
つ
い
て
ア
ク
セ
ス
の

あ
り
方
、
粒
子
状
物
質
を
含
め
た

調
査
を
実
施
す
べ
き
。 

 

県
道
魚
橋
曽
根
線
に
つ
い
て

騒
音
振
動
調
査
を
行
っ
て
お

り
基
準
以
下
に
な
っ
て
い
る
。
交

通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
も
今
後
交

通
量
調
査
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
た

い
。

 

ご
み
焼
却
施
設
の
安
全
稼
動

へ
向
け
て
日
本
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
の
検
証
結
果
を
ど
う
生
か

す
か
。

 

最
終
報
告
は
３
月
中
を
予
定

し
て
い
る
が
こ
の
結
果
を
受

け
て
施
設
の
改
善
に
取
組
ん
で
い

く
。
な
お
改
善
工
事
の
設
計
、
施

工
管
理
に
は
第
三
者
機
関
に
委
託

し
万
全
の
体
制
で
進
め
た
い
。

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 

施
政
方
針
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
質
す　
ほ
か

新
社
会　
秋
田　
さ
と
み

　　
平
和
憲
法
に
つ
い
て 

 

憲
法
改
正
で
市
民
生
活
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

 

憲
法
は
最
高
法
規
で
あ
り
平

和
を
守
り
、
国
民
の
権
利
の

保
障
、
民
主
主
義
を
守
る
大
切
さ

を
い
つ
の
時
代
も
訴
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て 

 

制
度
が
開
始
し
て
五
年
。
課

題
は
何
か
。
保
険
料
を
負
担

で
き
な
い
未
納
者
や
、
利
用
料
の

自
己
負
担
が
重
い
た
め
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
制
限
し
て
い
る
市
民
の

実
態
は
。

 

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
倍

増
し
、
市
民
に
定
着
し
た
と

考
え
る
が
一
方
新
た
な
課
題
も
あ

る
。
利
用
実
態
把
握
に
努
め
、
必
要

あ
れ
ば
負
担
軽
減
も
検
討
し
た
い
。

　
福
祉
医
療
助
成
制
度
に
つ
い
て 

 

県
が
助
成
制
度
を
改
悪
し
た

分
、
市
は
負
担
費
用
の
減
額

を
し
て
い
る
。
本
来
は
最
低
で
も

減
額
分
の
活
用
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か
。

 

市
単
独
で
所
得
要
件
、
資
格

要
件
に
つ
い
て
引
き
続
き
助

成
し
て
お
り
一
部
負
担
の
導
入
に
つ

い
て
は
県
基
準
ど
お
り
改
正
し
た
い
。

　
保
育
園
の
民
間
移
管
に
つ
い
て 

 

保
育
の
質
を
確
保
す
る
に
は

職
員
の
定
着
度
が
ひ
と
つ
の

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 

目
安
。
公
立
私
立
別
の
保
育
士
勤

続
年
数
の
現
状
は
。

 

民
間
に
移
管
す
る
保
育
園
は

質
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う

実
施
す
る
。
現
在
の
保
育
士
の
平

均
勤
続
年
数
は
公
立
で　

年　

カ

２０

１０

月
、
民
間
で
８
年
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て 

 

社
会
福
祉
法
で
地
域
福
祉
計

画
の
策
定
が
示
さ
れ
て
い
る
。

だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
社
会
的
問

題
を
含
め
て
の
総
合
計
画
と
な
っ
て

い
る
が
策
定
時
期
と
庁
内
体
制
は
。

 

各
個
別
の
計
画
と
調
整
を
図

り
な
が
ら　

年
度
以
降
ア
ン

１８

ケ
ー
ト
調
査
、
座
談
会
等
を
実
施

し
、
住
民
意
見
を
反
映
さ
せ
る
機

会
を
確
保
し
て
地
域
福
祉
推
進
を

図
る
。

　
女
性
施
策
に
つ
い
て 

 

Ｄ
Ｖ
法
が
改
正
さ
れ
た
。
新

た
に
市
の
責
務
が
規
定
さ
れ

た
が
方
針
は
。
女
性
計
画
の
進
捗

状
況
と
市
民
と
の
連
携
は
。

 

Ｄ
Ｖ
法
に
つ
い
て　

年　

月

１６

１２

か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
本
市

で
は
支
援
が
必
要
な
場
合
は
福
祉

事
務
所
、
女
性
セ
ン
タ
ー
及
び
警

察
と
連
携
し
必
要
な
措
置
を
行
っ

て
い
る
。
女
性
問
題
、
男
女
共
同

参
画
に
対
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
を

育
成
し
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
て

い
く
。
達
成
度
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 

　
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て 

 

子
ど
も
た
ち
は
将
来
に
対
す

る
不
安
な
社
会
の
中
で
、
多

く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
そ

の
解
決
に
む
け
て
の
方
針
は
。
今

年
度
の
学
力
テ
ス
ト
の
必
要
性
は
。

 

　

年
に
中
央
教
育
審
議
会
答

１５申
が
出
さ
れ
て
お
り
国
の
動

き
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。
学
習

状
況
調
査
は
指
導
方
法
や
指
導
体

制
の
改
善
に
生
か
し
学
力
向
上
を

目
指
す
た
め
実
施
予
定
す
る
も
の
。

　
国
際
交
流
に
つ
い
て 

 

ラ
ト
ロ
ー
ブ
と
の
海
外
姉
妹

都
市
交
流
は
、
継
続
し
た
責

任
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

本
年
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
姉

妹
都
市
協
会
全
国
大
会
が
ラ

ト
ロ
ー
ブ
市
で
開
催
さ
れ
国
際
交

流
協
会
で
訪
問
団
を
結
成
し
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
契
機
に
ま
す
ま
す
市

民
交
流
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

　
市
民
参
加
に
つ
い
て 

 

相
談
窓
口
と
区
別
し
て
市
民

の
意
見
を
聞
く
窓
口
体
制
と

し
く
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

市
民
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
提

言
は
色
々
な
方
法
で
伺
っ
て

お
り
、
直
接
賜
る
場
と
し
て
市
長

と
語
る
会
を
開
催
し
て
い
る
。
今

後
と
も
対
話
と
共
感
を
基
調
と
し

た
わ
か
り
や
す
い
市
政
を
目
指
す
。

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 

施
政
方
針
に
つ
い
て
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市
長
は
施
政
方
針
で
「
市
役

所
の
意
識
改
革
」
を
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ど
う
い
う
手
段
で
ど

う
や
っ
て
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の

か
お
尋
ね
を
い
た
し
ま
す
。

 

人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定

し
そ
れ
に
沿
っ
た
研
修
を
立

案
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
で

窓
口
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
意
識
改
革

に
結
び
つ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
。
今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
職

員
に
投
げ
か
け
て
い
く
。

◆
行
政
運
営
は
、
市
民
の
信
頼
な

く
し
て
成
立
し
ま
せ
ん
。
約
束
し

た
こ
と
は
必
ず
実
行
す
る
。
平
成

　

年
度
の
約
束
は
ど
の
程
度
実
現

１６し
た
の
か
を
検
証
す
る
事
で
、
平

成　

年
度
の
政
治
姿
勢
を
判
断
し

１７
た
い
。

 

市
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を

図
る
た
め
「
社
会
情
勢
に
柔

軟
に
対
応
す
る
行
政
運
営
と
体
制

の
整
備
に
努
め
る
」
と
言
わ
れ
て

ま
す
が
、
平
成　

年
度
で
何
を
さ

１６

れ
た
の
か
。 

 

職
員
が
共
通
認
識
を
も
っ
て

職
務
遂
行
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
各
種
会
議
で
活
発
な
議

論
を
行
い
、
そ
の
過
程
で
情
報
や

問
題
意
識
の
共
有
化
が
図
れ
る
と

考
え
る
。

 

「
市
民
福
祉
の
充
実
と
生
涯

健
康
づ
く
り
の
推
進
」と「
環

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 

境
と
の
共
生
と
都
市
基
盤
の
整

備
」
で
は
、「
障
害
者
福
祉
計
画
」

の
改
訂
、「
健
康
増
進
計
画
」
及
び

「
防
災
避
難
誘
導
計
画
」
の
策
定

を
表
明
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
計
画
は
い
か
に
改
訂
さ
れ
策

定
さ
れ
た
の
か
。 

 

防
災
に
つ
い
て　

年
度
は
関

１６

係
機
関
と
の
連
携
、
協
力
を

位
置
づ
け
、　

年
度
は
避
難
所
の

１７

見
直
し
、
防
災
マ
ッ
プ
作
成
、
市

組
織
の
見
直
し
と
防
災
訓
練
充
実

を
図
る
。
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
と
福
祉
増
進
計
画
は　

年
度

１６

末
で
作
成
し　

年
度
か
ら
は
課
題

１７

に
取
組
ん
で
い
く
。
障
害
者
福
祉

計
画
は
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

前
提
と
し
た
改
定
を
行
い　

年
度

１７

は
新
た
な
支
援
費
事
業
を
加
え
て

い
る
。

 

地
域
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
、
診
療
体
制
の
整

備
、
充
実
を
図
り
、
良
質
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
市
民

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
ま
い
り

ま
す
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

市
民
病
院
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
診
療
体
制
の
整
備
充
実
を
し
た

の
か
。 

 

急
性
期
型
病
院
の
推
進
と
し

て
他
の
医
療
機
関
と
の
連
携

を
深
め
て
い
る
。　

年
度
か
ら
地

１７

域
医
療
連
携
室
を
設
置
し
明
確
化

す
る
。
医
療
の
質
向
上
の
た
め
業

務
改
善
に
取
組
ん
で
い
る
。　

年
１７

答 答 問 問 答 答 

度
は
医
療
機
能
評
価
を
受
け
意
識

改
革
、
効
率
化
を
促
し
た
い
。

 

地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
を

育
て
る
環
境
づ
く
り
を
い
か

に
行
っ
た
の
か
。 

 

　

年
度
は
ト
ラ
イ
や
る

１６ウ
ィ
ー
ク
、
い
き
い
き
学
校

応
援
事
業
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
推
進
事
業
を
行
っ
た
。　

年
１７

度
も
こ
れ
ら
事
業
の
拡
充
を
し
、

学
校
と
地
域
が
連
携
し
て
行
う
活

動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
。

 

産
業
廃
棄
物
の
搬
入
者
及
び

搬
入
物
の
管
理
を
ど
の
よ
う

に
徹
底
さ
れ
、
再
発
を
防
止
さ
れ

た
の
か
。 

 

　

年
度
か
ら
職
員
１
名
増
員

１６し
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て
い

る
。
受
入
基
準
も
改
正
し
対
応
し

て
い
る
。

 

工
業
公
園
の
企
業
誘
致
が
最

重
要
課
題
。
こ
こ
数
年
が
最

も
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
の
認
識

を
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
企
業
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
取
組
ん
だ
対
応
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

 

現
在
ま
で
に
１
６
８
０
社
に

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
に
つ
い
て
も
関
連
企
業
の
再

度
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
幅
広
い

営
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 

市
長
の
平
成　

年
度
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

１７

い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
鈴
木　

利
信

 

顔
の
見
え
る
予
算
編
成
が
必

要
で
は 

 

新
年
度
予
算
の
重
点
項
目
は

安
全
安
心
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
福
祉
教
育
に
重
点
を
置
い

た
編
成
と
し
て
い
る
。

 

高
砂
市
の
目
指
す
方
向
と

は 

 

行
政
改
革
に
つ
い
て
現
在
の

カ
ッ
ト
方
式
か
ら
シ
ス
テ
ム

改
革
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

　
子
ど
も
施
策
の
充
実
を
！ 

 

乳
幼
児
医
療
に
つ
い
て 

 

市
単
独
分
と
し
て
０
歳
児
助

成
は
継
続
し
、
そ
れ
以
上
の

問
題
は
次
世
代
育
成
計
画
で
あ
る

よ
う
に
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を

整
え
る
よ
う
努
め
る
。

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度

の
導
入
を 

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
高
砂

市
次
世
代
育
成
支
援
計
画
に
盛
り

込
ん
で
い
る
が
、
一
定
数
の
会
員

の
確
保
な
ど
設
置
上
の
課
題
も
あ

る
。
現
在
は
保
育
園
で
の
一
時
保

育
、
児
童
福
祉
施
設
で
子
育
て
家

庭
短
期
入
所
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
環
境
施
策
に
つ
い
て 

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ゴ
ミ
の
減
量

化
推
進
を
！ 

 

京
都
議
定
書
が
発
効
し
温
室

効
果
ガ
ス
制
限
に
か
な
り
厳

し
い
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
廃
棄

物
発
生
抑
制
、
資
源
の
循
環
的
利

用
促
進
等
、
ご
み
減
量
化
は
非
常

に
重
要
な
問
題
と
考
え
る
。
市
民

の
皆
様
、
事
業
者
に
理
解
を
求
め

な
が
ら
分
別
排
出
の
徹
底
や
減
量

化
、
再
資
源
化
に
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
。

 

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
設
置

を
！ 

 

職
員
を
対
象
と
し
た
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
ー
の
設
定
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 

環
境
教
育
に
つ
い
て 

 

　

年
度
は
重
点
目
標
の
一
つ

１６と
し
て
学
習
活
動
を
進
め
て

い
る
。
今
後
も
自
然
に
関
す
る
豊

か
な
感
性
を
培
い
、
教
職
員
も
研

修
を
深
め
積
極
的
に
取
組
む
。

 

体
験
学
習
の
推
進
を
！

 

受
入
先
の
確
保
に
困
難
な
面

も
あ
る
が
今
後
も
地
域
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
て
い
き

た
い
。

　
情
報
化
社
会
に
つ
い
て 

 

振
り
込
め
詐
欺
・
架
空
請
求

の
被
害
実
態
に
つ
い
て

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 

 

振
り
込
め
詐
欺
、
架
空
請
求

事
件
に
つ
い
て
は
年
々
急
速

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
看
過
で
き
な
い
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
市
民
に
は
広
報
等
を
通
じ

て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、

今
後
は
悪
質
業
者
に
つ
い
て
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
が
公
表
し
た
も
の

を
相
談
資
料
に
す
る
な
ど
相
談
業

務
の
効
率
化
や
制
度
の
向
上
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

 

大
量
閲
覧
制
度
が
悪
用
さ
れ

て
い
る
が

 

法
で
閲
覧
の
請
求
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
不
当
な
目
的
が

明
ら
か
な
時
以
外
は
拒
否
で
き
な

い
と
判
断
す
る
が
、
条
件
な
ど
の

見
直
し
を
図
り
制
限
を
加
え
て
い

き
た
い
。
ま
た
国
に
対
し
て
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　
公
務
員
の
働
き
方
に
つ
い
て 

 

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
意

識
改
革
を
！

 

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
一

般
職
職
員
の
任
期
を
決
め
た

採
用
が
可
能
に
な
っ
た
。
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
観
点
か
ら
も
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

意
識
改
革
に
つ
い
て
は　

年
度

１６

実
施
し
た
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
か
ら
も
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る

と
認
識
が
生
ま
れ
職
員
意
識
も
か

わ
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 

施
政
方
針
に
つ
い
て　
ほ
か
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小
松
美
紀
江

 

昨
年
か
ら
神
爪
、
米
田
地
域

に
大
型
店
舗
を
建
設
し
、
そ

の
一
部
に
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
出

来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が

持
ち
上
が
っ
た
。
現
在
は
、
自
治

会
や
地
域
住
民
の
粘
り
強
い
話
し

合
い
の
結
果
、
業
者
か
ら
は
住
民

に
歓
迎
さ
れ
る
商
業
施
設
を
計
画

し
た
い
と
い
う
内
容
が
示
さ
れ
て

い
る
。
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
お
金

を
使
わ
せ
る
と
こ
ろ
、
お
金
が
な

く
な
る
と
子
供
の
間
で
金
銭
ト
ラ

ブ
ル
や
窃
盗
、
恐
喝
が
多
発
し
、

犯
罪
非
行
が
横
行
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
有
害
出

店
を
く
い
止
め
る
た
め
、
市
の
開

発
指
導
要
綱
の
見
直
し
や
あ
ら
ゆ

る
対
策
を
十
分
に
協
議
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

 

開
発
指
導
要
綱
は
、
市
と
し

て
公
共
施
設
の
整
備
や
施
設

の
環
境
整
備
を
事
業
者
に
求
め
る

こ
と
に
よ
り
良
好
な
都
市
環
境
の

形
成
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

特
定
の
建
築
物
の
建
築
自
体
を
規

制
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
青

少
年
の
健
全
育
成
に
か
か
わ
る
出

店
規
制
に
つ
い
て
は
、
風
俗
営
業

等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
や
建
築
基
準
法
に

問 問 答 答 

よ
る
建
築
物
の
用
途
規
制
が
あ
る
。

市
が
独
自
に
規
制
す
る
た
め
に
は
、

法
と
の
整
合
を
初
め
、
青
少
年
を

取
り
巻
く
環
境
や
、
そ
の
こ
と
に

よ
る
問
題
点
、
市
民
ニ
ー
ズ
等
を

具
体
的
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

青
少
年
の
健
全
育
成
の
立
場
に

立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
は
必
要
で
あ
り
、
し
ば
ら
く
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

　
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め 

　
市
長
は
強
く
国
に
意
見
を 

 

市
は
今
後
三
年
間
に
二
十
八

事
業
が
実
施
計
画
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
三
位
一
体
改
革
が

本
格
化
し
地
方
へ
の
財
源
が
大
幅

に
削
減
さ
れ
る
と
市
民
の
要
望
で

あ
る
図
書
館
や
複
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
設
は
全
く
検
討
が
つ
か
な

く
な
り
、
そ
の
上
住
民
へ
の
負
担

は
計
り
知
れ
な
い
。
大
企
業
は
、

過
去
最
高
の
利
益
を
上
げ
て
い
る

一
方
で
国
民
は
非
常
な
リ
ス
ト
ラ
、

不
安
定
雇
用
、
下
請
い
じ
め
で
家

計
収
入
は
六
年
連
続
で
低
下
し
続

け
て
い
る
。
家
計
が
冷
え
込
ん
で

い
る
と
き
に
今
後
二
年
間
に
政
府

は
七
兆
円
の
国
民
負
担
増
を
計
画

し
て
い
る
。
市
長
は
全
国
市
長
会

で
も
市
民
の
代
表
と
し
て
暮
ら
し

問 問 

を
守
る
た
め
強
く
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

三
位
一
体
の
目
的
は
、
真
の

地
方
分
権
の
確
立
で
あ
り
、

住
民
に
身
近
な
自
治
体
が
主
体
的

に
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
三
位
一
体
改
革
が
真
に
地
方

自
治
を
実
現
で
き
る
内
容
と
な
る

よ
う
地
方
６
団
体
と
足
並
み
を
そ

ろ
え
国
に
対
し
て
要
望
し
た
い
。

税
制
改
正
は
ご
指
摘
の
と
お
り
市

民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
あ
る
と

考
え
る
が
、
国
民
が
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　

　
人
権
擁
護
法
案
は
廃
案
に 

 

人
権
の
名
で
憲
法
で
保
障
さ

れ
た
言
論
、
表
現
、
報
道
の

自
由
を
脅
か
す
法
案
に
対
し
て
市

長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

 

人
権
擁
護
法
案
の
抜
本
修
正

に
つ
い
て
の
要
望
書
を
政
府

に
提
出
し
、
要
望
書
に
掲
げ
た
５

項
目
の
趣
旨
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

審
議
状
況
を
見
守
り
た
い
。

答 答 問 問 答 答 

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
青
少
年
の
健
全
育
成
を

阻
害
す
る
有
害
出
店
に
歯
止
め
を　
ほ
か
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入
江　

正
人

地
道
に
解
決
を
図
る
勇
気
と
決
断
が

欠
け
て
い
る
の
で
は

井
奥　
雅
樹

　
「
上
司
は
思
い
つ
き
で
も
の
を

言
う
」（
橋
本
治
著
）
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
上
司
は
「
自
分
の
過

ち
を
認
め
ず
」「
部
下
の
提
案
を
却

下
」
し
ま
す
。
田
村
市
長
は
自
ら

の
財
政
上
の
過
ち
を
認
め
、
対
応

策
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

■
財
政
再
建
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

３
つ
の
方
策

「
職
員
の
人
件
費
削
減
」

「
公
共
事
業
の
抑
制
」

「
事
業
の
精
査
」

の
３
点
セ
ッ
ト
が
必
要

 

職
員
の
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

本
給
以
上
の
す
べ
て
の
手
当
、

厚
遇
の
見
直
し
を
す
べ
き
。
調
整

手
当
は
５
％
に
制
度
改
正
を
し
た

上
で
緊
急
的
に
５
％
を
財
政
健
全

化
基
金
に
積
む
。
基
金
は
土
地
開

発
公
社
へ
投
入
す
べ
き
。

・
互
助
会
に
つ
い
て
も
公
費
負
担

の
率
を
下
げ
て
、
事
業
内
容
を

見
直
す
こ
と

・
公
共
事
業
は
、
一
年
３
億
円
と

い
っ
た
上
限
を
定
め
、
図
書
館

問 問 

や
複
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
市
民

に
謝
罪
し
て
現
在
の
計
画
を
断

念
。
高
砂
分
署
、
北
浜
幼
稚
園

も
断
念
す
べ
き
。
そ
し
て
、
せ

め
て
図
書
館
は
規
模
を
縮
小
し

て
計
画
を
。

・
事
業
の
精
査
と
し
て
は
、
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
廃
止
は
予
定
通

り
す
べ
き
。「
青
年
の
家
」「
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
」「
み
の
り
会

館
」
は
民
間
移
管
か
廃
止
を
。

 

中
期
財
政
の
見
通
し
の
中
で

　

年
度
以
降
も
非
常
に
厳
し

１８

い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
な
る
推
進

と
い
う
思
い
で
、
今
ま
で
の
カ
ッ

ト
を
旨
と
し
た
も
で
は
な
く
、
シ

ス
テ
ム
的
な
と
こ
ろ
で
大
き
く
見

直
し
を
か
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

い
た
だ
い
た
意
見
も
参
考
に
、
取

り
入
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
は
取
り
入

れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
年
度
の

早
い
時
期
に
シ
ス
テ
ム
的
な
変
更

等
を
議
会
に
示
し
た
い
。

答 答 

◆
ご
み
焼
却
施
設
問
題
で
田
村
市

長
は
失
敗
を
認
め
、
自
ら
給
与

カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
一
歩
前
進
し

ま
し
た
。財
政
問
題
も
同
じ
で
す
。

一
つ
ず
つ
決
断
を
持
っ
て
、
勇
気

を
も
っ
て
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

地
域
に
お
け
る
防
犯
活
動
に
つ
い
て　
ほ
か

砂
川　
辰
義

 

兵
庫
県
が
推
進
し
て
い
る
地

域
の
防
犯
活
動
へ
の
支
援
と

し
て
「
ま
ち
づ
く
り
防
犯
グ
ル
ー

プ
」
の
育
成
、
支
援
が
あ
り
ま
す
。

自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
婦
人
会
へ
呼
び
か
け
て
グ
ル
ー

プ
を
結
成
す
る
も
の
で
す
。
し
か

し
、
意
義
も
あ
る
け
ど
課
題
も
多

く
あ
る
。
こ
の
制
度
は
防
犯
活
動

を
す
る
グ
ル
ー
プ
に
経
費
と
防
犯

用
品
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
助
成

は
一
回
限
り
で
翌
年
度
か
ら
の
運

営
費
の
確
保
が
難
し
く
、
維
持
管

理
に
課
題
が
残
る
。
高
砂
市
と
し

て
助
成
の
考
え
は
な
い
の
か
。
次

に
防
犯
協
会
か
ら
の
犯
罪
情
報
を

高
砂
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
み
を
可
能
に
し
て
、
自
治

体
と
し
て
犯
罪
情
報
の
配
信
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

 

助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
現

在
第
３
次
行
財
政
改
革
を
進

め
て
お
り
、
中
期
財
政
計
画
の
将

来
見
通
し
も
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
市
民
の
安
全
安
心
を
守

る
責
務
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
し

て
い
る
。
今
後
各
地
域
で
の
防
犯

グ
ル
ー
プ
の
活
動
状
況
を
把
握
し

検
討
し
た
い
。

　

情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
高
砂
防
犯
協
会
が
高
砂
警
察

と
連
携
し
、
市
内
で
発
生
し
た
身

問 問 答 答 

近
な
犯
罪
情
報
、
悪
質
商
法
情
報

等
を
随
時
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
自

治
会
、
タ
ク
シ
ー
会
社
、
コ
ン
ビ

ニ
等
３
０
０
箇
所
へ
発
信
し
て
い

る
。
今
後
警
察
、
防
犯
協
会
等
と

協
議
し
防
犯
情
報
の
提
供
の
拡
大

を
検
討
し
た
い
。

　
　

　
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の 

　
推
進
に
つ
い
て 

 

「
ゆ
と
り
重
視
」
か
「
学
力
重

視
」
か
。
子
ど
も
達
の
学
力

低
下
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
体

力
も
低
落
傾
向
に
あ
り
、
子
ど
も

達
の
力
は
学
力
の
み
な
ら
ず
、
体

力
、
気
力
と
も
に
低
下
し
て
元
気

が
な
く
な
り
、
生
命
力
が
弱
く

な
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
こ
に
学

力
低
下
の
根
本
的
な
理
由
が
あ
る

と
思
う
。
学
力
と
は
み
ず
か
ら
学

ぶ
力
で
す
。
学
校
教
師
の
役
割
は

重
要
で
あ
り
こ
の
こ
と
を
本
気
に

な
っ
て
教
え
る
プ
ロ
と
し
て
の
面

目
を
か
け
て
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
う
が
ご
所
見
は
。
次
に
青
少
年

の
進
路
を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
時
代
に
あ
っ
て
、

「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
る
た

め
に
公
教
育
の
責
任
と
し
て
学
校

教
育
が
進
学
受
験
に
偏
重
せ
ず
、

職
業
教
育
に
つ
い
て
も
努
力
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ご
所
見
は
。

問 問 

 

教
育
に
携
わ
る
者
は
、
社
会

状
況
を
し
っ
か
り
見
据
え
、

教
え
る
プ
ロ
と
し
て
子
ど
も
達
が

未
来
へ
の
夢
や
希
望
を
抱
き
な
が

ら
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、

よ
り
よ
く
生
き
る
力
を
育
む
た
め

に
指
導
力
の
向
上
に
努
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
教
職
員
の
な
お
一

層
の
資
質
、
能
力
の
向
上
の
た
め
、

教
職
員
の
研
修
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、

お
互
い
の
指
導
力
を
高
め
、
励
ま

し
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
り
よ
い

人
間
関
係
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　

職
業
教
育
に
つ
い
て
は
、
中
学

校
２
年
生
が
実
施
し
て
い
る
ト
ラ

イ
や
る
・
ウ
イ
ー
ク
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
活
動
に
よ
り
多
く
の

成
果
が
出
て
い
る
。
学
校
の
教
育

活
動
全
体
を
通
じ
て
一
人
一
人
の

自
己
実
現
を
目
指
し
た
指
導
を
子

ど
も
達
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
進

め
た
い
。　

年
度
に
向
け
て
、
児

１７

童
、
生
徒
が
自
分
の
生
き
方
を
探

求
し
た
り
、
主
体
的
に
進
路
を
選

択
し
た
り
す
る
力
を
育
成
し
、
社

会
人
と
し
て
の
基
礎
的
・
基
本
的

な
力
を
育
成
す
る
た
め
の
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
た
。

答 答 

高砂工業公園
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学
力
の
低
下
傾
向
に
関
し
て　
ほ
か

沢
野　
博

 

経
済
協
力
開
発
機
構
な
ど
が

公
表
し
た
児
童
生
徒
の
国
際

学
力
比
較
で
日
本
の
子
ど
も
達
の

基
礎
学
力
、
考
え
る
力
、
読
解
力

な
ど
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ

れ
は
新
学
習
指
導
要
領
の
ゆ
と
り

教
育
と
総
合
学
習
に
よ
る
授
業
時

間
の
削
減
を
あ
げ
る
声
が
強
い
。

一
方
で
家
庭
の
教
育
力
に
つ
い
て

も
一
考
を
要
す
る
の
で
は
と
言
う

意
見
も
あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み

方
針
を
伺
い
た
い
。

 

こ
れ
ま
で
授
業
研
究
研
修
、

教
科
担
当
者
会
に
よ
る
研
究

推
進
、
補
充
指
導
の
推
進
等
に
よ

り
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
っ
た
。

ま
た
、
県
教
育
委
員
会
の
新
学
習

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
少
人
数
授

業
や
複
数
担
任
制
の
導
入
、
弾
力

的
な
学
級
編
成
等
に
よ
り
個
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
指
導
を
推
進
し

て
き
た
。
平
成　

年
度
は
、
教
育

１６

行
政
と
学
校
現
場
が
一
体
と
な
っ

て
学
力
向
上
に
取
り
組
む
た
め
、

確
か
な
学
力
向
上
会
議
を
設
置
し
、

学
力
向
上
に
向
け
た
組
織
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
意
見
の
集
約
と
し
て

指
導
方
法
や
指
導
体
制
の
工
夫
改

善
に
活
か
す
た
め
、
児
童
・
生
徒

の
学
習
状
況
の
み
な
ら
ず
、
生
活

実
態
状
況
を
把
握
す
る
。

問 問 答 答 

　
山
崎
断
層
地
震
対
策
に 

　
関
し
て 

 

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
、

一
月
末
に
山
崎
断
層
帯
が
地

震
を
起
こ
し
た
場
合
の
予
測
地
図

を
発
表
し
た
。
震
源
と
な
る
断
層

を
５
つ
の
モ
デ
ル
に
分
類
し
た
地

盤
デ
ー
タ
を
使
っ
て
地
域
の
震
度

を
算
定
し
て
い
る
。　

年
以
内
に

３０

最
大
５
％
と
発
生
率
が
高
い
主
部

南
東
部
（
三
木
市
か
ら
福
崎
町
）

の
場
合
、
高
砂
市
で
震
度
６
強
以

上
と
予
測
し
て
い
る
。
山
崎
断
層

は
約
千
百
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
溜

め
込
ん
で
お
り
懸
念
さ
れ
る
。
東

南
海
、
南
海
地
震
と
併
せ
て
取
り

組
み
方
針
を
伺
い
た
い
。

 

従
来
の
地
域
防
災
計
画
の
地

震
対
策
は
、
山
崎
断
層
を
想

定
し
て
作
成
し
て
お
り
、
東
南

海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
計

画
と
合
わ
せ
た
中
で
速
や
か
に
被

害
状
況
に
応
じ
た
応
急
対
策
が
講

じ
ら
れ
る
よ
う
組
織
内
の
体
制
強

化
と
と
も
に
、
自
治
会
な
り
、
自

主
防
災
組
織
等
の
地
域
組
織
、
消

防
な
ど
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携

の
再
構
築
、
避
難
所
の
見
直
し
、

防
災
訓
練
の
充
実
等
を
図
り
、
施

設
の
耐
震
化
等
、
中
長
期
的
な
整

備
も
視
野
に
入
れ
、
地
域
防
災
計

画
の
修
正
を
行
う
。

問 問 答 答 

　
地
球
温
暖
化
防
止
、温
室 

　
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
関
し
て 

 

先
進
国
に
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を

義
務
づ
け
た
京
都
議
定
書
が
二
月

に
発
効
し
た
。
日
本
は　

年
比
で

９０

６
％　

年
度
で
８
％
増
加
し
計　

０３

１４

％
の
削
減
が
必
要
で
あ
る
。
今
後

の
取
り
組
み
方
針
を
伺
い
た
い
。

 

　

年
に
高
砂
市
地
球
温
暖
化

０２防
止
実
行
計
画
を
定
め
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
と
し
て
、

　

年
度
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出

０６量
を　

年
度
を
基
準
と
し
て
５
％

００

削
減
に
努
め
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
具
体
的
な
行
動
と
し
て
、　
０３

年
２
月
に
認
証
取
得
を
し
た
Ｉ
Ｓ

Ｏ
の
１
４
０
０
１
に
お
い
て
行
動

を
定
め
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
、

省
資
源
、
グ
リ
ー
ン
購
入
等
サ
イ

ト
内
外
の
施
設
を
含
め
職
員
へ
の

行
動
を
求
め
る
な
ど
、
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
事
業
者
及
び
市
民
の
方

一
人
一
人
が
環
境
へ
の
配
慮
の
意

識
向
上
と
、
そ
れ
に
伴
う
行
動
の

定
着
に
向
け
た
啓
発
を
行
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
特
に
各
家
庭
で
で

き
る
省
エ
ネ
、
省
資
源
に
努
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し

た
い
。

問 問 答 答 

田
村
市
長
に
申
し
ま
す　
ほ
か

松
本　
均

 

一
、
事
実
は
隠
さ
ず
あ
り
の

ま
ま
市
民
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
昔
の
大
本
営
発
表
で
は
困

り
ま
す
。

　

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
総
統
は
、
宣
伝
担
当
大
臣
の

ゲ
ッ
ペ
ル
ス
と
い
う
人
物
を
使
っ

て
デ
マ
を
流
布
し
情
報
を
操
作
し
、

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
努
め
て
お
り
ま

し
た
が
、
国
民
は
す
べ
て
見
抜
い

て
お
っ
た
そ
う
で
す
。

　

二
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
、
白
か

黒
か
と
い
う
質
問
に
は
、
抽
象
的

な
一
般
論
で
ご
ま
か
さ
ず
、
論
点

を
す
り
替
え
ず
、
責
任
を
持
っ
て

答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

三
、
唯
我
独
尊
に
お
ち
い
る
こ

と
な
く
、
幅
広
く
い
ろ
ん
な
角
度

か
ら
の
提
言
や
、
厳
し
い
意
見
に

こ
そ
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
打
て
ば
響
く
よ
う
な
、
適
確

な
る
答
弁
を
期
待
し
た
い
。

 

情
報
公
開
と
い
う
こ
と
に
相

努
め
市
民
と
情
報
を
共
有
す

る
中
で
市
政
を
進
め
て
い
く
姿
勢

を
守
っ
て
い
き
た
い
。

　

正
否
を
は
っ
き
り
と
い
う
こ
と

で
は
、
そ
の
時
点
で
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
は
示
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
種
々
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く

も
の
に
つ
い
て
は
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

幅
広
い
視
野
を
持
っ
て
と
い
う

問 問 答 答 

こ
と
で
す
が
、
毎
年
市
内
８
箇
所

で
市
民
の
方
と
直
接
い
ろ
い
ろ
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
持
っ

て
お
り
、
今
後
と
も
そ
の
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

 

市
長
、
勇
気
を
持
っ
て
改
革

を
断
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

智
恵
と
仁
徳
で
も
っ
て
、
福
祉
施

策
の
向
上
に
努
力
い
た
だ
き
た
い
。

市
長
の
お
気
持
ち
は
い
か
が
。

 

現
在
第
３
次
の
行
政
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
福
祉
、

教
育
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
意
を
用

い
た
い
。
十
分
に
近
隣
も
見
回
し

な
が
ら
、
高
砂
市
と
し
て
の
住
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

『
同
和
利
権
の
真
相
』『
同
和

利
権
の
真
相
の
深
層
』
と
い

う
書
籍
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
同

和
問
題
を
タ
ブ
ー
視
せ
ず
、
い
ろ

ん
な
角
度
か
ら
見
つ
め
、
議
論
す

べ
き
だ
と
思
う
が
、
今
後
の
市
の

人
権
推
進
、
人
権
教
育
の
運
営
を

示
さ
れ
た
い
。

 

人
権
問
題
の
啓
発
活
動
を

種
々
従
前
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
今
後
も
教
育
と
か
啓

発
活
動
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
人

権
と
い
う
普
遍
的
な
文
化
が
息
づ

く
社
会
を
つ
く
る
べ
く
努
力
し
た
い
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
子
ど

も
達
の
人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
、

問 問 答 答 問 問 答 答 

主
体
的
に
取
り
組
む
意
欲
と
態
度

を
育
む
た
め
の
指
導
を
行
い
、
豊

か
な
人
権
感
覚
に
基
づ
い
た
実
践

的
指
導
力
の
向
上
に
努
め
る
。
社

会
教
育
で
は
、
日
常
的
に
人
権
意

識
が
培
わ
れ
る
よ
う
学
習
者
の
主

体
的
な
活
動
を
促
す
学
習
方
法
を

工
夫
し
て
い
る
。
人
権
教
育
指
導

室
に
お
い
て
は
、
社
会
の
変
化
と

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に
対
応
し

た
人
権
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の

運
営
を
行
っ
て
い
る
。

 

続
発
す
る
痛
ま
し
い
学
校
施

設
内
で
の
殺
傷
事
件
、
不
審

者
か
ら
児
童
生
徒
を
守
る
た
め
、

教
育
委
員
会
で
も
真
剣
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
の

方
策
を
示
さ
れ
た
い
。

 

県
警
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
カ
メ

ラ
モ
ニ
タ
ー
付
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
の
設
置
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
教
室

配
備
、
防
犯
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

く
研
修
等
を
実
施
し
て
い
る
。
地

域
と
の
連
携
を
密
に
し
、
施
設
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
ハ
ー
ド
面
の

対
策
と
人
的
な
安
全
対
策
が
相
互

に
機
能
し
て
効
果
的
に
行
わ
れ
る

も
の
と
思
う
。
不
審
者
対
策
委
員

会
を
立
ち
上
げ
現
場
の
要
望
を
踏

ま
え
た
中
、
効
果
的
な
諸
施
策
を

実
施
す
べ
き
検
討
し
た
い
。

問 問 答 答 
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監　査　報　告　書

高　監　第   １４ 号　　　
平成１７年３月１１日　　　

高砂市市議会議長　加古　秋晴　様

高砂市監査委員　豐田　　豊　
高砂市監査委員　坂牛　八州　

　平成１６年４月５日付高市議第３４４号をもって請求のあった地方自治法第９８条第２項の規定に基づく監査請求
について監査を実施したので、その結果を次のとおり報告いたします。

記

１　監査請求事項
　　美化センターの新焼却炉に関する事務について

２　監査事項
　美化センターに関する事務調査特別委員会（以下「１００条委員会」という。）報告書等から次の事項を監査
することとした。

　�　連続９０日間負荷運転について
　�　㈱環境工学コンサルタントへの委託業務について
　�　新焼却炉の設備自体の問題点について

３　監査結果
　はじめに
　平成１６年３月２４日に議決されました議会からの監査請求に対し、１年も経過して監査報告をしますことを、
まず、深くお詫び申し上げます。
　今日まで結果報告が遅れましたのは、監査請求事項が「美化センターの新焼却炉に関する事務について」
という大きな事項であることから、監査委員として具体的な監査事項が特定できず、監査計画が立てられな
かったこと並びに１００条委員会の調査が継続して実施され、その後、特別委員会が立ち上げられ継続して審議
されている状況から、手がつかずに今日に至ってしまったのが実態であります。このことについては、怠慢
の誹りを免れ得ないものと深く反省しているところであります。
　さて、通常、議会の請求に基づく監査については、監査に際し、事前に監査請求があったこと、監査事項、
監査日時等を被監査側に通知し、実施するものとされておりますが、先に申し上げましたように計画的にお
こない得ていないのが実情であります。しかし、１００条委員会の資料、その後の特別委員会の資料及び数回の
事情聴取等によって得られたものから、通常の監査結果報告とは異にしますが、監査委員の見解を述べるこ
とで結果報告に代えることも許されるものと考え、ここに報告するものであり、この点よろしくご了解をお
願い申し上げます。

　�　連続９０日間負荷運転について　
① 議会の指摘事項
　バブコック日立㈱との契約において、連続９０日間負荷運転を経た後、新焼却炉の引渡しを受けること
になっているにもかかわらず、旧厚生省の性能指針に基づいた９０日間の安定運転でもって、引渡しを受
けたのは契約に違反している。

② 事実関係
ア　旧厚生省の性能指針に基づいた９０日間の安定運転でもって、新焼却炉の引渡しを受けたのは事実
である。

イ　市は、平成１６年９月２９日から同年１２月２８日の９１日間の連続負荷運転を２号炉で実施している。
③ 見解
　契約書（仕様書）では、明確に連続９０日間負荷運転を行うと規定されているのであるから、記述され
ている文言を素直に解釈すれば、９０日間続けて廃棄物を焼却し続けることであると言わざるを得ないも
のである。
　これについて、市は、バブコック日立㈱、㈱環境工学コンサルタントとも旧厚生省の性能指針に基づ
いた９０日間の安定運転が、契約に謳われている連続９０日間負荷運転に当たるものであり、９０日間の安定
運転をクリアーできれば契約の履行がなされたものであると主張している。
　しかし、契約等の内容は、新焼却炉建設にあたっての取決めをし、お互いにそれを履行遵守すべきこ
とを規定しているものであり、美化部が主張する旧厚生省の性能指針の基準で連続負荷運転をはじめか
ら予定していたのであれば、その旨を当初から規定をしておくべきものである。仮に契約締結後、疑義
が生じ変更を余儀なくされる場合は、しかるべき権限を有する者の決裁を経て別途正式な文書を作成す
べきである。
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　この点について、市の事務手続きに落度があったことは否めず、市の主張は詭弁であると言わざるを
得ない。
　今後、市は、契約書、仕様書等の作成にあたっては、その内容が後日の争いが生じた場合の是非の判
断基準になることから、慎重に内容を吟味し作成すべきである。また、進捗管理は、常に契約書及び仕
様書等に基づいて確実に履行されているか否かによっておこなうべきである。
　次に、１００条委員会から指摘、要請されていた９０日間の連続負荷運転が、平成１６年９月２９日から９１日間
にわたり実施され、無事終了でき、一炉だけではあるがその性能が証明された。このことは、契約書に
謳われた９０日間の連続負荷運転をはじめからおこなえたことの証でもあることを重く受け止められたい。

　　�　㈱環境工学コンサルタントへの委託業務について
①　議会の指摘事項
　　㈱環境工学コンサルタントは、新焼却炉建設の施工監理業務の受託者であるが、契約事項に違反し
た工事監督者を常駐させた。それにより、市は損害を被っているのであるから、損害賠償を求めるべ
きである。

②　事実関係
　　契約事項に抵触する事実が１００条委員会で明らかになった。
③　見解
　　市は、受託業者の違反行為によって損害が発生したのであれば、当然に損害の補填を求める権利を
有することになるのであるから、その権利の行使をすべきである。しかしながら、このケースの場合
の損害額の積算は、完了検査をおこない検査合格を経て委託料の支出がなされていることから、仮に、
契約に反しない者が常駐者として勤務していたとした場合と比較してどれだけの損害があったかを立
証しなければならないと考えるが、それは相当困難なことであると思う。したがって、損害賠償の請
求は、損害額の立証が難しい状況から、現実的にはできないものと思慮する。

　　しかし、１００条委員会で明らかにされた数々の指摘事項をみれば、そのことにより、市にどれだけの
損害を与えたかについての判断は難しいけれども、少なくとも道義的責任は多分にあると思わざるを
得ない。さらにいえば、新焼却炉建設にあたり、高度な専門知識が必要であることから委託して実施
したものであり、契約内容に違背した行為が数々あったということは、本当に市の立場に立って監理
監督をおこなってくれたのか疑問を抱かざるを得ない。

　　よって、少なくとも謝罪を求める等の抗議はおこなうべきであると考える。

　　�　新焼却炉の設備自体の問題点について
①　議会の指摘事項
　　十分な完了検査を経ず新焼却炉の引渡しを受けたのではないか。

　　　②　事実関係
　　　　ア　数多くの故障が発生している。
　　　　イ　数回の火災が発生している。
　　　　ウ　作業環境基準を超えるダイオキシン漏れが発生している。
　　　　エ　ランニングコストが計画どおりでない。
　　　③　見解

　新焼却炉にかかる核心である１００条委員会で数々指摘された新焼却炉の事故、故障等の問題点の解
明のための設備自体の検査、検証を監査委員がおこなうことは到底できないことであり、第三者によ
る検査、検証が必要であると考えていたところ、市が、平成１６年７月３０日から平成１７年３月３１日まで
の期間で、財団法人日本環境衛生センターに施設性能確認業務を委託実施したことは、適切な対応で
あったと思う。しかしながら、このことの経過を見ると、市が主体的に取組んだというより、議会か
らの働きかけで実現したように思わざるを得ず、市当局の対応の甘さ、遅さを感じざるを得ない。
　さて、この施設性能確認の結果が３月末までに報告されることから、性能、故障、用役費（ランニ
ングコスト）等の問題点、課題が明らかになってくると思われるが、施設、設備の改善の必要性は必
至であると考えられる。さらに、把握されていない新たな問題、課題がでてくる可能性も考えられ、
バブコック日立㈱に対し、費用負担等を求める協議、交渉が今以上に必要になることも考えられる。
　ついては、監査委員が言うことではないかもしれないが、施設、設備の改善計画を策定し、改善を
しなければならないのは必至であり、その際、バブコック日立㈱の瑕疵の有無を明確にしなければな
らないとも考えるところから、今後の対応策の一つの選択肢として、この改善計画策定（でき得れば
改善監理まで）を専門知識を有する第三者機関に委託して実施することを検討されるよう提言する。

以　上　

■監査報告にかかる経緯
　平成１５年４月に本格稼動を開始した高砂市美化センターの新焼却施設は、運用開始時から種々のトラブルが
発生しておりました。そのため高砂市議会はこの新焼却施設の問題と産業廃棄物の持ち込み問題を併せて審査
するため、平成１５年１２月に「美化センターに関する事務調査特別委員会」（以下１００条委員会）を設置しました。
　平成１６年３月の１００条委員会の報告（高砂市議会だより第１２６号に報告概要を掲載）を受け、高砂市議会は
「美化センターの新焼却炉に関する事務の監査請求についての決議」を行い、監査委員に対して監査請求を行
いました。
　平成１７年３月に監査報告書が議長に対し提出されましたので、報告書の全文を掲載します。


